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6～8時 8～10時 10～12時 12～14時 14～16時 16～18時 18～20時 20～22時 22～24時 ０～2時 ２～4時 ４～6時

1４時～18時の間に多く発生しています。
部活や習い事、遊びの行き帰りなど急が
ず、周囲をよく見て運転しましょう。
16時になれば自転車のライトをつけて、
車に自分の存在をアピールしましょう！

50.0%

27.0%

23.0%
自転車

歩行者

自動車

○
月
○
日

日直

楽
し
い

冬
休
み
を
！

（

（

「だろう、はず」より、まず確認

道路交通の場において、自分と同じ考え、感覚ばかりの人が通行
しているとは限りません。

「だろう」運転をあらため、「かもしれない」運転を心がけ、もしかし

たらという予測と確認を行うことが大切です。

・ 車はすぐには止まれない

・ 自転車もすぐには止まれない
・ 乗用車やトラックには、運転席からまわりを見ると死角がある
・ 車輪の内輪差

などの車両の特性にも注意しましょう！半数の中学生が自転車乗用中

に交通事故にあっています。

安
全
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自転車は車の仲間

● 自転車の二人乗りや、スマホやゲーム機等を操作しな

がら、音楽を聴きながらの運転は大変危険です。

● 交通ルールやマナーを守り、事故をおこしたり、おこさ

れたりしないように十分注意しましょう！

16～18時14～16時

兵
庫
交
通



歩行者や自転車利用者が薄暮や夜間に交通事故に遭わないようにするために

○ 明るい色、目立つ色の衣類の着用をする

○ 靴やカバン等に反射用品をつけたり、反射するタスキやリストバンドを活用する

○ 暗くなる前に自転車のライトを点灯する 等

を意識することによって、自動車の運転者などに
早めに自分の存在を知らせることができます。

自転車保険に

入っているのか

な？

自分が自転車保険に
加入しているか分か
らない場合は、保護
者の方に聞いてみて
ください！

期間 点灯推奨時間
４月から９月 午後５時
10月から３月 午後４時

ブレーキの効き具合と左右の違い

空気圧、溝、パンクはないか

前の車輪と直角に固定されているか

サドルの高さは適正か、固定されているか
ペダル、チェーンは適切に設置されているか
ライトが点くか、尾灯や反射器材が装着さ
れているか
ベルは確実に鳴るか


